
令和４年度「第 8回といかん本音トーク」 報告書まとめ 

実施日時 令和５年 2月 15日（水） 
①１３:３0～１５:00  3人 

②１８:３0～20:00  5人 

実施場所 問寒別生涯学習センター 

 

１月 23 日（月）に開催した「第７回といかん本音トーク」にて集めたキーワードを基に事務

局で作成した「問寒別の輝く将来像」について住民アンケートを行った結果について提示し、

どんな将来像が良いか話し合いました。また、前回に引き続き、将来の「住まい」のあり方につ

いて話し合いました。 

 

【内容】 

１.「といかんの将来像」を考えてみよう！～キーワードを基にした将来像を評価してみよう～  

 ・アンケートの結果を尊重して一番得票が多かったものにすればよいのでは。 

 ・本音トークと審議会が繋がっている感じがしない。温度差がある。 

 ・来る人が少ない、限られているため発言したことが簡単に実現されてしまうのが逆に怖い。 

 ・初めは決まった人しか来ない堅い会議という印象だったが、今はといかん市とサークルを結

ぶ立場になっていると感じており、本音トークの重要性を感じている。 

 ・ビジョンの必要性は感じている。途中迷ったときに初心に返るものがビジョンだと思っている

が、理解している住民はほとんどいないのではないか。 

 ・事務局案や住民案から選んでも反対もなければ、これがぴったりというのも見つけるのは難

しいと思う。 

 ・必ずしも１つに絞り込まなくても良いのではないか。今思う言葉と一年後に思う言葉は変わ

っているだろう。 

２.新しい「住まい」に必要な機能とは？ 

 ・といかんを出る時に家が次の人に引き継がれることが町の共有財産としていいのでは。その

ためにも、古くなっていく住居をこまめに更新していくのがいいのでは。 

 ・最近は家を出るときに家をあげることがある。地域の中での良い循環になっている。 

 ・空き家に電気がつくだけでも嬉しい。 

 ・家を出る人と入る人をマッチングする仕組みがあれば。 

 ・空き家を役場で取得するとなると時間がかかってしまう。 

 

3.その他 

 ・果樹園について、畑をもう少し耕して（広げて）家で作った苗の余りを持ち寄れればいい。 

 ・ブルーベリー苗について価格は高騰しているが、100本くらい確保できそう。 

 ・春には再度耕して植樹会を行いたい。 

 ・6月 3日にといかん市を開きたいという声がある。 

 

【次回に向けて】 

 ・次回は 3/14（火）に開催予定。 

 ・次年度に向けた各プロジェクトの作戦会議を行う。 
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